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のある部門 (anexecutive component)とその下位にある音韻部門 (phonologicalcomponent) 
と視覚部門 (visualcomponent)から成り立っている。新しい単語を聞くときには，まず音韻的
記憶で覚える。しかし，音韻的記憶では情報が長く残らない。なくならない内に長期記憶のほ
うで表示できないとその単語が覚えられない(以上， Baddeley and Hitch (1974))。ところ
が， Baddeley et al. (1991)によると，何らかの意味的な関係が付けられる場合，音韻的記憶
のみに頼らなくなる。
また O'Malleyand Chamot (1990)は Anderson(1983など〉の認知的学習理論を利用した
第二言語習得の理論を紹介している。 Andersonは断言的な知識と手順的な知識(declarative 

























































































































































































ゐ竺 簡 単 難 しい
ひらがな 「じしゃJ(寺社〉 「ろうほうJ(朗報〉















書き取りの試験では，カセットテープに録音された16の文を聞かせた(付録 1参照)2) 0 1番
から 4番は，一回聞いて，二回目を聞きながら書かせた。残りの12個の文は三回聞いてから書
かせた。書き方(仮名・漢字・ローマ字〉は自由としたが，漢字を使ったら必ずふりがなを付
けるように頼んだ。例文 1"'4の長さは19語"'28語で，例文 5'" 16の長さは10語'"16語であ
る3)。例文 9'" 12には漢語が全くない。他の文は，たいていの日本語学習者には知られていな
い，合成的意味のいくつかの漢語と，その語の意味を推測しやすくするための文脈を含んでい


























































グループ l 0.22 0.56 
グノレープ 2 0.66 0.47 
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なく て は な らなかった。
4.犬は色の違い を 識 別 で き な い の で ， 人間とは違う世界を見ていることでしょ
う。
5.彼女の態度が急変して，別人のようにな り ま し た 。
6. この都市には，男子高と女子高があるだけで，共学はありません。











番号 母 三ロ五ロ 日本語学習歴 在日期間
知っている漢字 文法
(自己評価〉 (糊満点) I 
グループ 1
タ イ 三ロロ五 2ヵ月 2ヵ月 100字 3 
2 フ ランス語 8ヵ月 4ヵ月 300字 3 
3 ブ、ルガリア語 2ヵ月 2ヵ月 300字 6 
4 フ リ 至ロ五ロ 8ヵ月 8ヵ月 200字 9 
5 ベンガル語 1年 2年 150字
6 スペイン語 1年半 1年半 不明
7 ポルトガル語 l年 2ヵ月 1年 2ヵ月 300字 16 
グループ 2
8 英 三ロ五ロ 3年 3年半 900-1， 100字 14 
9 英 三口口五 4年 l年 2ヵ月 700字 15 
10 英 三ロ五ロ 3年 l年 9ヵ月 1，200字 17 
11 英 三ロ五 5年 7ヵ月 2，000字以上 18 
12 ベンガル語 6ヵ月* 5年半 2，500字以上 19 
13 英 三ロ五ロ 5年 10ヵ月 700-1，300字 20 
14 ポルトガル語 10年 4年半 1，000字 21 
* I日本語学習歴」を学校で勉強した期間として捉えたらしい。
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